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 アルメニア国との共同プロジェクトを実施 
 シュニック州カパンで地震防災教育セミナーを開催 

 
 アルメニア地震防御調査局(NSSP)およびアジア防
災センター(ADRC)は、2006年11月16日に同国シュニ
ック州カパンにて、共同防災プロジェクト｢アルメニ
ア国における地震防災教育セミナー｣を実施しました。 
 アルメニアは日本と同様に地震多発国で、1988年に
同国北部で発生したスピタク地震では約 25,000 名が
亡くなり、約514,000名が家屋を失いました。スピタ
ク地震の後、アルメニアでは復興に関する取り組みが
多く行われてきましたが、シュニック州などの南部地
域ではこのような復興に関する防災活動はほとんど
行われませんでした。そこで、今回のプロジェクトで
は、シュニック州の公立学校の生徒および教師を対象
に、地震に対する防災意識の向上を目的にセミナーを
開催し、講師として神戸市教育委員会の松崎太亮氏に
ご参加いただきました。 
 セミナー当日は、
NSSP アントニヤン総
裁の挨拶より開会し、
その後、松崎氏による
講義は終日実施されま
した。午前は13歳から
15 歳を中心としたお
よそ 50 名の生徒を対
象に授業が行われ、地
震発生のメカニズム等を示した地学全般の話や、阪神
淡路大震災が起こった際の日本の学校の様子などが
紹介されました。また、午後にはおよそ 25 名の教師
を対象として、実際に地震が発生した際の対応を考察
するシミュレーションによる講義が行われました。 
 同時期に同様の地震被害を体験した日本人講師に
よる講義への関心は非常に高く、参加者と多くの質疑
応答が行われました。内容としては、アルメニアでは
地震で人々が直接被害を受けるのではなく、地震によ
って崩壊する建物によって人々が亡くなると多くの
方から説明を受けました。同国で地震防災を考える際
は、日本のように学校を避難場所とするのは適当でな
い場合もあり、同地域での事情に応じた考察が必要に
なると考えられます。 
 今後とも、ADRCとしてもNSSPと協力して、同国に
おける地震防災知識の向上・普及に引き続き努めてい
きたいと思います。このセミナーについてのお問合せ
は、当センターの池田研究員（ikeda@adrc.or.jp）ま
でお願いします。 

 スリランカ教員向け防災教育ワークショップを開催 
 

 ADRCは、米国国際開
発庁（USAID）との共
同プロジェクトの一
環として、「学校防災
教育ワークショップ」
を2006年12月6-8日
に、スリランカ・ゴー
ル県において開催し
ました。ワークショッ

プには、ゴール県の 15 の学校から校長･教員の約 50
名、および教育省南部州支部職員やスリランカ防災関
連機関などから約15名の参加がありました。 
 このワークショップは、1)教員に自然災害や災害リ
スク軽減についての情報を提供し、防災教育の重要性
についての意識を向上させること、2)ワークショップ
に参加した教員が自分の学校で防災教育を行うこと
ができるようになること、3)ワークショップに参加し
た教員が、自分の校区にある他の学校に対し、学んだ
ことを伝達できること、を目的に実施されました。 
 ADRCは、ワークショップに兵庫県教育委員会の神田
孝治氏を招き、防災教育の意義や、自然災害および防
災の教え方について講義を行ってもらいました。 
 ワークショップ 2 日目は、ハプガラ学校へ移動し、
神田氏が第 8 学年（中学 2 年生）に対して、「地震、
津波」、「洪水、土砂災害、雷」の模擬レッスンを行
いました。生徒は、自然災害の学習に大変興味を示し、
「避難する時に何を持って行きますか」などの神田教
諭の質問に対し、2004年の大津波災害時のことを思い
出しながら、真剣に答えを考えていました。 
 ワークショップの最終日には、参加者をグループに
分け、研修を受けた成果を生かし、スリランカの文化
や習慣に即した形で、自分たちでどのようなレッスン
ができるか協議・作成してもらいました。大変短い準
備時間でしたが、どのグループのレッスンも、とても
魅力的でユニークなものでした。スリランカ教員の創
造性・柔軟性の高さがわかったことで、次のプログラ
ムであるパイロットレッスンのみならず、全体のプロ
ジェクトにもいい成果をもたらしてくれるのではな
いかと期待しています。 
 次のパイロットレッスンは、ワークショップに参加
した教員の 15 の学校で、それぞれの校区の教員を招
いて、2007年2月に行われる予定です。この件につき
ましては、吉田研究員（yoshida@adrc.or.jp）までお
願いします。 


